
に、モノを介した「自由な」交流を実現する
場となるのである。
　下の表は、千葉県立博物館で実施されてい
る歴史に関する体験学習等の一部である。そ
れぞれの特色を生かしたさまざまなプログラ
ムが設けられている。
　時と空間を自由に散歩する手がかりとして、
博物館へ出かけてみてはいかがだろうか。

県立博物館　体験学習等プログラム（歴史関係）

　千葉の歴史を知りたいと考えたとき、どこ
に足を運ぶだろうか。史跡や古くからある建
造物、そして、博物館を思い浮かべる人が多
いのではないだろうか。
　博物館は、資料の調査・研究、収集、保存
などを基に、展示を含む教育活動を実施する
場である。なかでも、体験学習やワークショッ
プと呼ばれる活動は、身体経験を伴うことが
多いため、参加者へ強い影響力を持つ。
　私は、その体験学習に参加するため、多様
なプログラムが設けられている千葉市立加曽
利貝塚博物館を訪れた。特別史跡加曽利貝塚
の中にある当館では、ボランティアスタッフ
も多数活躍し、館内だけでなく屋外でも多く
の体験に参加できる。私は、そのうち「縄文
土器片のレプリカ製作」と「火おこし体験」
に参加した。
　前者は、まず、「実物」の縄文土器片を触り、
土器片がどのような形態・重さ・文様を持つ
のかを確認してから、粘土をこねて同じ形の
土器片「レプリカ」を作る。後者は、弓切り
式という方法で、木材間に摩擦を生じさせて
火をおこす。
　これらの体験を通して参加者の中に築かれ
る歴史への視点は、スタッフが教える知識だ
けでなく、参加者自身の体験から生まれた素
朴な感想も反映することとなる。つまり、体
験学習等の場は、教える・教わるといった立
場の違いを乗り越え、博物館の職員と、参加
者、またその他の博物館に関わるすべての人
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博物館の体験学習で歴史を散歩する

千葉県マスコットキャラクター
チーバくん

千葉県立
関宿城博物館

体験教室「関宿城下を歩こう」、
歴史講座「古文書を読む」、
子供向けプログラム「せきはく調査隊」
ほか

千葉県立
現代産業科学館

学校など団体向けプログラム（出張講座 
「化石のレプリカ」など）ほか

千葉県立
中央博物館

講座「下総台地の地形・地質環境－博物館
周辺を例に－」など、学校団体向けプログ
ラム（学習キット貸出「人類進化学習キッ
ト」など）ほか

千葉県立
房総のむら

体験演目（食・技・昔を体験「金継ぎ（実
演）」「ミニチュア土器・土偶作り」など）、
団体向けプログラム（風土記の丘資料館 
歴史学習用ワークシートなど）ほか

（一部休止中。詳しくは公式HP等を御覧ください。）

千葉市立加曽利貝塚博物館　縄文土器片レプリカ製作の様子


